
2019年の動物臨床医
学会の症例検討会で院
長が発表した「QLF 
法を応用した歯垢・歯
石検査用ライトの開
発」が、
“歯科分科会Award”
を受賞し(通信vol.18
参照)、この度表彰さ
れました。

新型コロナに負けず、
精力的に活動しています。

院長の活動報告 11/26に倉敷芸術科学大学動物生命
科学科で、動物歯科衛生に関する講
義と実習をしてきました。

日本小動物歯科研究会が2019年
に会員に対して行ったアンケート
結果のまとめ、市販品による歯の
破折や、無麻酔歯石除去の危険性
など小動物歯科に関わる様々な問
題について特集したMVM(獣医師
専門雑誌)2020年7月号が出版さ
れました。(※報告が遅れました)
この中で院長が「おやつやデンタ
ルケアを目的に与えた製品による
歯の併発症を考える」を執筆して
いいます。

11/22-23に動物臨床医学会の年次大会がオンラ
イン学会として開催されました。
その中で、院長が「小動物用X線装置と歯科用X
線装置を用いた口腔内X線撮影法と読影」と題し
て講演を行いました。


